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１） 目的・背景 
 東アジア・モンスーンは、大気および水循環を通じて、縁辺海域の海況に大きな影響を及ぼ

している。特に夏季モンスーンによる降水は、揚子江河川流出量の変動を通じて東シナ海沿岸

水の水温、塩分、栄養塩濃度やその分布範囲に大きな影響を与え、それは更に対馬海峡を経て

日本海に流入する海流の性質（水温、塩分、栄養塩濃度）や流量への影響を通じて、日本海の

海況にまで影響を与えている。また、偏西風軸の位置は、梅雨前線北限の位置を制御するとと



もに、日本海内の極前線の位置を支配している可能性がある。 

 そこで、本研究では、 

i) 日本海中部から南部にかけての南北トランセクトを切り(St. 4-7)、微化石群集やアルケノ

ン古水温指標の急変位置を特定する事によって亜極前線位置の変動を過去数万年間に渡り復元

するとともに、ESR を利用した風成塵粒子供給源変動の復元を通じて偏西風軸の南北移動の復

元を試みる。そして，両者の関係を調べる。 

ii) 東シナ海北部(St.1,2)における水温と塩分の変動を通じて、黒潮起源水の寄与の程度およ

び揚子江からの河川流出量の変化を過去数万年間に渡り復元する。また、東シナ海北端(St.2)

と日本海南部（St. 3）の水温差の時代変化を通じて対馬暖流の流入強度を復元し，両者の関係

を調べる。 

iii) 更に、復元された揚子江流出量変動と偏西風軸位置の変動の関係を調べる事により、偏西

風変動とアジア夏季モンスーン強度変動の間の関係を調べる。 

を目的として、東シナ海の黒潮域、日本海南部の対馬海流第一分枝域、そして日本海中部の極

前線付近におけるピストンコアによる堆積物採取を提案する。こうした目的は、何れも、「深海

調査研究5ヵ年研究指針」のIII-1 アジア・モンスーンと黒潮変動史に完璧にフィットしてい

る。また、申請者らが既に提出している IODP proposal #605Full2（日本海／東シナ海北部掘

削; Onset and evolution of millennial-scale variability of Asian monsoon and its possible 

relation with Tibetan uplift）の目的とも整合的であり、IODP 掘削に基づく研究のための予

察研究として位置づけることができる。 

 更に本研究は、IODP #605Full2 における掘削地点の事前調査（SCS およびシービームを用い

た、地下構造及び海底地形調査）を目的としている。この掘削提案は、2006年春にIODPのSPC

（科学計画委員会）において４位にランキングされており、掘削地点の事前調査データが整い

次第、掘削スケジュールに入れられる事になっている（具体的には、2009年夏の掘削を目指し

ている）。従って、掘削提案地点の事前調査データを早急に収集する必要がある。 

 
２） 実施項目・手法 
 本調査においては、当初提案した７地点のうち、St. 1, St. 5, St..7を除く５地点について、予定
通り、 それらの地点で直交する２本のラインについての音響探査（St. 2はMSC、それ以外は
SCS）、海底地形、ピストン・コア採取を行なった。St. 1 については、申請書提出後の情報で、
条件が余り良くない事が判明したため、調査を中止した。また、St. 7については、代替地点St. 
7’, 7”を調査した。また、St. 6についての調査結果が思わしくなかったため、代替地点St. 8を新
たに調査した。 
 

３） わかった事 
 今回の調査から、以下の事が明らかになった。 
i) 東シナ海北部のSt. 2については、平均堆積速度は40 cm/ky程度で連続的に堆積しており、音
響基盤まで、1,000 m強の堆積物が整然と累重している。従って、音響基盤の年代は、約2.5
～3 Maと推定され、IODP掘削地点として適している。 

ii) 日本海南部島根沖のSt. 3は、顕濁水から堆積したイベント堆積物が頻繁に介在されることが
判明した事から、IODP掘削の代替地点には適さないと考えられる。 

iii) 日本海南部鳥取沖のSt. 4は、平均堆積速度は30 cm/ky程度で連続的に堆積しており、石灰
質化石を連続的に産出しする。また、音響探査結果は、少なくとも 1,150 m以上に渡って、
堆積物が整然と累重していると推定され、IODP掘削地点として適していると考えられる。 

iv) 日本海中部大和海盆北西端のSt. 6については、泥質タービダイトが頻繁に介在し、半遠洋堆



積物の堆積は断続的である事から、IODP 掘削地点としては適さない。一方、St. 6 から北西
30 kmにずらしたSt. 8については、薄いタービダイト層が僅かに介在されるものの、平均堆
積速度4.5 cm/ky程度で連続的に堆積している。また、音響探査の結果も、比較的整然と地層
が累重している事を示唆しており、IODP掘削地点に適していると考えられる。 

v) 日本海中部北大和トラフ内のSt. 7’については、薄いタービダイト層が比較的頻繁に介在され
る事が明らかとなり、IODP掘削地点には適さないと考えられる。一方、St. 7’から南東約10 km
の高まり上にSt. 7”を設定し、追加調査を行った結果、この地点では、平均堆積速度役3.1 cm/ky
で連続的に退席している事が明らかになった。大和堆に於いて、この様に遅い堆積速度で連

続的に退席している地点は、これまでに報告がない。この地点での音響基盤までの深度は450 
mと見積もられており、その間の地層は、整然と累重している事から、比較的続成作用を受
けていない地層が 15 Maまで連続的に回収出来る可能性があり、IODP掘削地点として極め
て有望と考えられる。 

 
 この様に、今回の調査航海を通じて、当初の古海洋学的な目的を達成するに十分なピストン

コア試料が採取されるとともに、IODP日本海掘削の事前調査を全て完了し他。更に、IODP日
本海掘削の目的を達成する上で、最適な地点(St. 7”)を新たに見つける事が出来た事は、特筆に
値する。 

 
 

 


